
いよ 令和４年

12月定例会
【常任委員会報告】秦皇山公園水道施設給配水管布設替工事
工事の詳細と旧配水管の処理は？
　　　 ８人が市政を問う
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【連載企画③】
議員のよこがお

【新連載企画①】きらきら・部活い～よ　港南中 吹奏楽部
人に感動を与えられる音楽をつくりたい！

冬号

議会だより

２

４
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一般質問

美しい響きと音色で人々に感動を！
（港南中学校吹奏楽部 12月６日）※14ページに関連記事を掲載



工
事
の
詳
細
と
旧
配
水
管
の
処
理
は
？

全
配
水
管
の
布
設
替
え
を
行
い
、
旧
配
水
管
は
残
置
す
る
。

いよ議会だより　令和４年 冬号 2

常任委員会
審査報告

（12月９日～
13日開催）

秦皇山公園
水 道 施 設
給配水管布設替

秦皇山公園の水道施設給配水管に漏水が見られるため
全部の給水管を布設替えする。
※旧配水管（青点線）と新配水管（赤線）

秦
皇
山
公
園
水
道
施
設
給

配
水
管
布
設
替
工
事

問
配
水
管
に
漏
水
が
見
ら

れ
る
こ
と
に
よ
る
布
設

替
工
事
と
の
こ
と
だ
が
、
工
事

の
詳
細
は
。

答
経
済
雇
用
戦
略
課

　
現
時
点
の
調
査
で
漏
水
場
所

や
箇
所
数
は
特
定
で
き
て
い
な

い
。
布
設
後
30
年
を
超
え
、
劣

化
も
著
し
く
、
今
後
も
様
々
な

箇
所
で
漏
水
が
発
生
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
旧
配
水

管
は
残
し
て
全
長
２
５
０
メ
ー

ト
ル
全
部
の
配
水
管
の
布
設
替

え
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問
新
し
い
配
水
管
は
、
今

後
、
震
災
等
が
発
生
し

て
も
壊
れ
な
い
素
材
な
の
か
、

ま
た
、
旧
配
水
管
を
そ
の
ま
ま

残
置
す
る
理
由
は
。

答
経
済
雇
用
戦
略
課

　

今
回
使
用
す
る
配
水
管
は
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
で
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
に
曲
が
る
タ
イ
プ
の
も
の

で
あ
り
、
震
災
等
が
発
生
し
て

も
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
旧
配
水
管
は
遊
歩
道

中
央
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
撤
去
す
る
場
合
、
舗
装

面
の
剥
ぎ
取
り
と
再
舗
装
が
必

要
と
な
り
、
工
事
費
が
多
額
に

な
っ
て
し
ま
う
う
え
、
硬
質
塩

化
ビ
ニ
ー
ル
管
で
あ
る
た
め
、

腐
食
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か

ら
、
残
置
す
る
判
断
に
至
っ
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
プ

レ
ミ
ア
ム
還
元
事
業

問
こ
の
事
業
は
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ

ａ
ｙ
で
決
済
を
行
っ
た

場
合
、
利
用
者
に
20
％
分
の
ポ

イ
ン
ト
が
還
元
さ
れ
る
事
業
で

あ
る
が
、
利
用
実
績
と
そ
の
効

果
は
。

答
経
済
雇
用
戦
略
課

　

利
用
実
績
と
し
て
、
市
内
で

１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
大
型
店
を
除
く
、
コ
ン
ビ

ニ
・
薬
局
等
の
小
売
店
を
中
心

と
し
た
約
２
０
０
店
舗
が
事
業

に
参
加
し
、
全
店
舗
の
平
均
で

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
決
済
が
約
４
倍

に
増
え
る
と
と
も
に
、
一
部
の

店
舗
か
ら
売
上
げ
自
体
が
急
激

に
伸
び
た
と
の
声
を
い
た
だ
い

産
業
建
設
委
員
会

（新）配水管の　
設置予定箇所

（旧）配水管の　
埋設想定箇所
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て
い
る
。
ま
た
、
事
業
の
運
営

を
委
託
し
た
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
㈱

か
ら
、
他
の
自
治
体
と
比
較
し

て
も
利
用
の
伸
び
が
非
常
に
大

き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
の
報
告

を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン

ト
付
与
の
時
期
も
見
据
え
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
決
済
や
電
子
マ
ネ
ー

決
済
が
で
き
る
店
舗
を
増
や
す

な
ど
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の

一
層
の
推
進
に
取
り
組
み
た
い
。

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

問
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延

防
止
作
業
等
を
行
う
職

員
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
生
じ
た
事
態
に
対

応
す
る
職
員
に
対
し
、
特
殊
勤

務
手
当
を
追
加
す
る
も
の
だ

が
、
名
称
を
感
染
症
防
疫
手
当

か
ら
防
疫
等
作
業
手
当
に
改
め

た
理
由
は
。

答
総
務
課

　

現
行
条
例
で
は
、
感
染
症
の

み
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
以
外
に
家
畜
伝
染
病

の
ま
ん
延
防
止
作
業
に
も
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
名
称

を
改
正
し
た
。

問
支
給
額
、
業
務
内
容
及

び
支
給
基
準
は
。

答
総
務
課

　

人
事
院
規
則
と
県
条
例
に
準

じ
た
改
正
内
容
で
あ
り
、
実
際

の
作
業
は
県
の
指
示
の
も
と
実

施
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
も
県

の
基
準
に
準
ず
る
予
定
で
あ
る
。

組
織
条
例
の
一
部
改
正

問
令
和
４
年
度
の
組
織
機

構
の
見
直
し
に
伴
う
も

の
だ
が
、
今
回
の
主
な
変
更
点

は
。答

未
来
づ
く
り
戦
略
室

　

現
在
の
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
部
と
未
来
づ
く
り
戦
略
室

の
主
要
な
業
務
を
一
体
的
に
取

り
組
む
部
署
と
し
て
企
画
振
興

部
を
新
設
す
る
。
そ
の
他
、
総

務
部
か
ら
情
報
化
、
統
計
、
市

民
参
画
・
協
働
、
ふ
る
さ
と
納

税
等
の
業
務
を
移
管
す
る
。
今

後
、
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
整
備
と
合

わ
せ
、
そ
の
活
用
策
を
検
討
し
、

移
住
定
住
、
ふ
る
さ
と
納
税
等

の
各
施
策
も
一
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
・
効
果

的
な
業
務
推
進
を
図
り
た
い
。

問
今
回
の
機
構
改
革
で
目

指
す
組
織
体
制
は
。

答
未
来
づ
く
り
戦
略
室

　

限
ら
れ
た
職
員
数
に
比
し

て
、
業
務
量
が
増
加
し
て
い
る

現
状
の
中
、
効
率
的
・
効
果
的

な
業
務
推
進
、
並
び
に
新
設
す

る
企
画
振
興
部
等
、
各
部
局
の

長
が
し
っ
か
り
と
情
報
共
有
で

き
る
組
織
体
制
の
構
築
に
努
め

た
い
。

小
児
科
新
規
開
業
促
進
事

業
費
補
助
金

問
小
児
科
閉
院
に
伴
う
補

助
事
業
が
、
な
ぜ
こ
の

時
期
に
な
っ
た
の
か
。

答
子
育
て
支
援
課

　

病
児
病
後
児
保
育
事
業
の
運

営
を
継
続
す
る
た
め
、
早
い
時

期
に
小
児
科
医
を
誘
致
す
る
必

要
が
生
じ
、
こ
の
時
期
で
の
予

算
計
上
と
な
っ
た
。

　

具
体
的
な
要
件
と
し
て
、
小

児
科
を
主
た
る
診
療
科
と
す
る

医
師
、
ま
た
は
医
療
法
人
で
開

業
後
10
年
以
上
の
診
療
の
継
続

や
65
歳
以
下
の
年
齢
、
健
康
診

査
や
地
域
医
療
へ
の
協
力
を
想

定
し
て
い
る
。

訓
練
等
給
付
費
の
就
労
支

援
Ａ
型

問
就
労
支
援
の
報
酬
の
計

算
方
法
は
。

答
福
祉
課

　

就
労
支
援
Ａ
型
で
は
２
時
間

未
満
、
２
時
間
か
ら
３
時
間
未

満
な
ど
平
均
労
働
時
間
に
応

じ
て
段
階
が
決
め
ら
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
報
酬
改
定
で
は
、

段
階
を
設
け
ず
、
就
労
の
状
況

に
応
じ
て
点
数
を
付
け
る
ス
コ

ア
方
式
に
変
更
に
な
っ
た
。

総
務
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

議案等議員別表決結果一覧表
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

議決日
氏名

議決結果

田
中
慎
之
介

金
澤

功

正
岡
　　
満

森
川
建
司

吉
久
俊
介

川
口
和
代

向
井
哲
哉

平
岡
清
樹

大
野
鎮
司

高
田
浩
司

門
田
裕
一

北
橋
豊
作

日
野
猛
仁

谷
本
勝
俊

佐
川
秋
夫

武
智
　
実

田
中
　
弘番 号 件　　名

議案
第96号

令和3年度伊予市一般会計補正予算
（第11号）について

原案
可決 ○ 棄 ○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 12月
17日

令和３年第６回（12月）伊予市議会定例会
〔会期：11月29日〜12月17日　19日間〕  
○：賛成　×：反対　棄：棄権

※日野猛仁議長は採決に入っていません。

［賛否の分かれた案件のみ記載しています。その他案件についてはすべて全会一致で可決されました。］



８人が市政を問う
　12月定例会では、８人の議員が25問の一般質問を行い、活発な議論を展開しました。全質問項
目は下表をご覧ください。８ページから質問した議員ごとに２問の質問を要約してお伝えします。
なお、全文記録（議事録）は２月上旬に市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）の会議録検索
システムにて掲載しますのでご覧ください。
※本人写真については、アクリル板越しの撮影であるため、機器の写りこみ等がありますがご了承ください。

川口　和代　議員（Ｐ５）	 1　コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）について	
	 2　生理の貧困について	
	 3　子育ておむつ事業について

大野　鎮司　議員（Ｐ６）	 1　詐欺から高齢者を守ろう	
	 2　重すぎるランドセル・カバンについて
	 3　３万人が住み続けられる伊予市へ（情報収集、発信、共有編）

金澤　　功　議員（Ｐ７）	 1　伊予市公営住宅等長寿命化計画等について	
	 2　伊予市成年後見制度利用促進基本計画等について

門田　裕一　議員（Ｐ８）	 1　ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種（ＨＰＶ）ワクチンについて
	 2　３歳児健診の視覚検査に屈折検査の導入を
	 3　我がまちの防災・安全・安心対策について

森川　建司　議員（Ｐ９）	 1　介護給付費の削減を
	 2　来年度予算は義務的経費を減らし、投資的経費の増額を
	 3　拉致問題早期解決のために
	 4　安心・安全について
	 5　幸福度の高い街ランキングについて

正岡　　満　議員（Ｐ10）	 1　道路反射鏡管理台帳作成について	
	 2　粗大ごみ不法投棄に関する対処について	
	 3　市道180号（稲荷下三谷線）の路面改修について

田中慎之介　議員（Ｐ11）	 1　通学区域制度の弾力的運用について	
	 2　再生可能エネルギー活用へ向けて
	 3　伊予市「夜間避難訓練」の実施を

田中　　弘　議員（Ｐ12）	 1　光ファイバの整備について
	 2　脱炭素社会の実現に向けて
	 3　有害鳥獣捕獲について

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

伊予市議会

ひの議長

『色付きの質問』は、
次ページ以降に

掲載しています！

３月定例会の日程は
２月初旬頃にホーム

ページで掲載予定です。
広報いよし２月号でも

お知らせします。
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問
11
月
の
愛
媛
新
聞
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル（
※
）に
指
定
さ
れ
た

公
立
学
校
は
全
国
で
１
万
校

を
超
え
、
そ
の
割
合
が
33
％

ま
で
上
昇
し
た
と
掲
載
さ
れ

て
い
た
。
９
月
に「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・ス
ク
ー
ル
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
」に
参
加
し
た
際
、
改
め

て
そ
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
。

　
本
市
に
は
、
佐
礼
谷
小
と

「
住
民
自
治
さ
れ
だ
に
」、
翠

小
と
双
海
地
区
の
地
域
愛
の

繋
が
り
、ま
た
、港
南
中
で
は
、

「
地
域
の
人
に
学
ぼ
う
」と
い

う
取
り
組
み
も
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
地
域
と
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
、「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

学
校
が
児
童
・
生
徒
だ
け
で

な
く
地
域
住
民
の「
学
び
の

場
」と
し
て
活
力
を
生
み
、
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
考

え
る
。

　
本
市
で
も
導
入
を
前
向
き

に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
内
各
校
区

の
現
状
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
基
盤
と

な
る
学
校
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
規
模

も
性
格
も
様
々
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
各
地

域
の
実
態
に
合
わ
せ

て
、
じ
っ
く
り
と
熟

議
を
重
ね
る
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
す
で
に
学

校
と
地
域
の
連
携
の

機
会
と
し
て
、
学
校

関
係
者
評
価
委
員
会
、
学
校

評
議
員
制
度
等
の
多
く
の
協

議
体
も
実
際
に
推
進
さ
れ
て

お
り
、
学
校
や
保
護
者
、
地

域
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

既
存
の
会
合
の
整
理
・
統
合

を
し
て
い
く
こ
と
は
肝
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
市
内
各
学
校
、

保
護
者
、
地
域
住
民
へ
の
周

知
と
研
修
の
機
会
を
取
り
、

合
意
形
成
を
図
り
つ
つ
、
導

入
に
つ
い
て
段
階
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
※
）教
育
委
員
会
に
任
命
さ

れ
た
委
員（
地
域
住
民
や
保

護
者
）が
一
定
の
権
限
を
持
っ

て
学
校
運
営
に
参
加
で
き
る

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し

た
学
校
の
こ
と
。

問
他
の
自
治
体
で
は
、

子
育
て
世
帯
に
対
し
、

様
々
な
特
色
あ
る
応
援
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
本
市
も
独

自
の
応
援
事
業
を
行
っ
て
ほ

し
い
。
例
え
ば
、
不
妊
治
療

で
苦
労
し
て
第
一
子
を
授

か
っ
た
家
庭
も
あ
る
た
め
、

第
一
子
に
も
５
万
円
分
の
紙

お
む
つ
券
を
交
付
し
て
は
ど

う
か
。
そ
れ
が
無
理
な
ら
そ

れ
に
代
わ
る
お
祝
い
の
品
な

ど
用
意
で
き
な
い
か
。

　

第
一
子
へ
の
紙
お
む
つ
券

や
お
祝
い
の
品
の
提
供
を
持

続
的
な
事
業
と
す
る
に
は
、

毎
年
想
定
さ
れ
る
財
政
負
担

に
鑑
み
、
県
に
よ
る
愛
顔
の

子
育
て
応
援
事
業
の
拡
充
が

必
要
で
あ
る
。

答
愛
顔
の
子
育
て
応
援
事
業
の

拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

川
口　
和
代　
議
員　

								コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）

導入を検討しては？
（答弁）段階的に検討していきたい

コミュニティ・スクールのイメージ図

ほかに、①個別配達便などで
紙おむつ引換券を使用できる
ようにしては。②宅配便券をプ
ラスしてはと提案しましたが、
残念ながら同様に愛顔の子育
て応援事業との一体的な検討
が必要であるとの回答でした。

そのほかの質問
として、「生理の
貧困について」
と題し、伊予市
の現状について
問いました！

子
育
て
お
む
つ
事
業
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て
、
詐
欺
防
止
に
関
す
る
研

修
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る

と
と
も
に
、
訪
問
先
で
詐
欺

被
害
の
疑
い
を
発
見
し
た
場

合
は
速
や
か
に
関
係
機
関
に

連
絡
・
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
行
政・警
察・地
域・

関
係
機
関
・
民
間
事
業
者
な

ど
、
多
様
な
主
体
が
連
携
し

て
見
守
り
活
動
を
行
う「
消
費

者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
」

の
設
立
準
備
を
進
め
て
い
る
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
新
た
な「
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
」を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
こ
れ
ま
で
多
く
の
高

齢
者
か
ら
、
各
種
特

殊
詐
欺
な
ど
の
相
談
を
受
け

る
た
び「
絶
対
に
返
信
、
電
話

は
し
て
は
い
け
な
い
」と
注
意

喚
起
し
続
け
て
き
た
。

　
先
日
も「
送
り
付
け
商
法
」

の
相
談
を
受
け
、
現
場
で
確

認
し
た
際
、
想
像
を
は
る
か

に
超
え
た
大
量
の
郵
便
物
が

届
い
て
い
た
。
家
族
が
近
く

に
い
て
相
談
で
き
る
方
は
ま

だ
し
も
一
人
暮
ら
し
で
近
く

に
家
族
が
い
な
い
方
は
特
に

心
配
で
あ
る
。
郵
便
サ
ー
ビ

ス
を
使
っ
た
特
殊
詐
欺
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
本
人
の
注
意

だ
け
で
な
く
周
囲
の
気
付
き

や
声
か
け
が
重
要
で
あ
る
。

　
そ
の
対
策
案
の
一
つ
と
し

て
、
高
齢
者
見
守
り
員
や
民

生
児
童
委
員
の
方
な
ど
に
対

し
、
見
守
り
活
動
の
一
環
と

し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
。

答
本
市
で
は
、
高
齢
者

見
守
り
員
や
、
高
齢

者
と
接
す
る
機
会
が
多
い
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民

生
児
童
委
員
協
議
会
に
お
い

問
通
学
時
に
お
け
る
小
・

中
学
生
の
ラ
ン
ド
セ

ル
・
カ
バ
ン
が
以
前
か
ら
か

な
り
重
た
い
と
い
う
意
見
が

保
護
者
か
ら
出
て
お
り
、
特

に
中
学
生
は
自
転
車
通
学
の

際
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る

こ
と
で
交
通
事
故
の
危
険
性

も
あ
る
。

　
解
決
策
と
し
て
、
最
近
導

入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
う
ま

く
活
用
す
れ
ば
、
よ
り
多
く

の
教
科
書
類
の
置
き
勉（
学
校

保
管
）が
可
能
に
な
り
、
さ
ら

に
家
庭
学
習
も
よ
く
は
か
ど

る
の
で
は
。

　
　

　

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
が
始

ま
っ
て
３
か
月
だ
が
、
ま
ず

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
慣
れ
る

こ
と
、
安
全
に
使
え
る
こ
と

を
目
標
に
、
実
態
に
合
わ
せ

て
計
画
的
に
指
導
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

家
庭
学
習
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
学

習
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
、
個
々
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

活
用
能
力
が
家
庭
で
１
人
で

対
応
で
き
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
児
童
生
徒
も
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
家
庭
学
習

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
に
現
段

階
で
切
り
替
え
る
こ
と
は
難

し
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
、
各
学
校
の
児
童

生
徒
を
対
象
に
、
日
頃
の
カ

バ
ン
の
重
さ
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
な
ど
、

実
態
把
握
に
努
め
、
置
き
勉

し
た
場
合
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
学

校
現
場
と
情
報
交
換
し
な
が

ら
、
最
善
策
を
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

重
す
ぎ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
・

カ
バ
ン

詐欺から高齢者を守ろう

「見守り」の一環で対応しては？
（答弁）新たな見守りネットワーク体制を構築する

答
最
善
策
を
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

令和２年度における県の特殊詐欺の被害状
況は42件、被害額9,158万円です。（※実際
の被害件数と被害額は公表数を大きく超え
ると言われています）また、全国の総件数
１万3,550件のうち65歳以上の高齢者が被
害にあった割合は85.7％に達しています。

大
野　
鎮
司　
議
員

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
水
筒
を
通
学
用

カ
バ
ン
に
収
納
す
る
と
10
㎏
は

軽
く
超
え
る
た
め
、
徒
歩
通
学

は
大
変
で
あ
る
。
ま
た
、
自
転

車
通
学
の
生
徒
は
さ
ら
に
交
通

事
故
の
危
険
性
も
あ
る
。
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問
現
在
の「
公
営
住
宅

等
長
寿
命
化
計
画
」

の
前
計
画
で
あ
る「
市
営
住
宅

ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画（
平

成
23
年
～
令
和
２
年
度
）」に

つ
い
て
、
目
標
整
備
水
準
で

は
、
既
存
の
市
営
住
宅
の
鳥

ノ
木
団
地
と
寺
尾
団
地

２
６
０
戸
に
対
し
給
湯
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
計
画
期
間
中
に
お
け
る
進

捗
状
況
は
。

答
前
計
画
で
は
、
鳥
ノ

木
団
地
に
、
浴
室
・

洗
面
・
台
所
に
給
湯
す
る
３

点
給
湯
設
備
の
設
置
計
画
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
給
湯
設

備
は
、
供
用
当
初
か
ら
入
居

者
の
負
担
に
よ
り
設
置
・
管

理
を
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

撤
去
し
、
３
点
給
湯
を
行
う

た
め
に
は
、
全
面
的
な
水
道

管
の
配
管
替
え
が
必
要
で
あ

る
こ
と
や
居
住
し
な
が
ら
の

工
事
と
な
る
こ
と
な
ど
、
施

工
面
の
課
題
と
事
業
予
算
の

財
源
確
保
の
点
か
ら
改
修
は

進
ん
で
い
な
い
。

問
住
居
の
浴
室
に
浴
槽

設
備
の
設
置
が
常
備

化
さ
れ
て
い
る
現
代
に
お
い

て
、
鳥
ノ
木
団
地
と
寺
尾
団

地
に
浴
槽
が
未
設
置
で
あ
る

法
的
根
拠
と
現
状
に
お
け
る

浴
槽
の
設
置
数
、
撤
去
数
の

把
握
は
。

　

浴
槽
の
設
置
は
、
平
成
10

年
に
国
が
定
め
る
公
営
住
宅

等
整
備
基
準
が
一
部
改
正
さ

れ
、
入
浴
設
備
の
設
置
が
義

務
付
け
さ
れ
た
が
、
当
該
団

地
は
こ
れ
以
前
に
整
備
さ
れ

た
た
め
、
未
設
置
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
入
居
者
の

浴
槽
設
置
数
の
把
握
は
し
て

い
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方

が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
、
撤
去
に
つ
い
て
は
、
退

去
時
、
一
律
に
求
め
て
い
る

が
件
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問
国
が
平
成
29
年
か
ら

令
和
３
年
度
ま
で
の

５
年
間
と
し
て
定
め
て
い
る

「
成
年
後
見
制
度
促
進
計
画
」

は
、
各
自
治
体
に
対
し
て「
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本

計
画
の
策
定
」と「
自
主
的
か

つ
主
体
的
に
そ
の
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
施
策
を
実
施
す

る
」責
務
を
有
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　
計
画
最
終
年
度
の
現
在
に

お
け
る
進
捗
状
況
は
。

　

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

基
本
計
画
の
策
定
は
、
支
援

を
必
要
と
す
る
方
を
適
切
に

成
年
後
見
制
度
に
繋
ぎ
、
市

民
の
権
利
を
守
る
点
に
お
い

て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

現
在
、
改
訂
作
業
中
の
伊

予
市
地
域
福
祉
計
画
に
盛
り

込
む
よ
う
準
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

答
国
の
法
改
正
前
に
整
備
さ
れ
て

い
る
た
め
未
設
置
で
あ
る
。

答
地
域
福
祉
計
画
に
盛
り
込

む
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

金
澤　
　
功　
議
員

市営住宅ストック総合活用計画（前計画）	

給湯設備の設置状況は？
（答弁）施工面の課題と予算確保の点から進んでいない

伊
予
市
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
基
本
計
画

市営住宅は公営住宅法で「国民生活の安
定と社会福祉の増進に寄与する」となっ
ています。しかし、約半世紀に渡り一般
化している給湯設備や浴室の浴槽の設置
がなされていない現状では、市営住宅入
居者の生活の質が本当に担保されている
のかの疑問が残ります。また、SDGsの
理念から法的根拠のない「入退去ごとに
入居者負担による設備の設置や撤去」よ
りも「市による一斉設置」が入居者の負担
減になると同時に合理的と言えます。

市営寺尾団地（中山町出渕） 市営鳥ノ木団地（下吾川）
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令和４年度導入予定の屈折検査機器
「スポットビジョンスクリーナー」

問
（
公
社
）日
本
眼
科
医

会
に
よ
る
と
３
歳
児

に
お
け
る
弱
視
の
有
病
率
は

２
％（
50
人
に
１
人
は
弱
視
）

で
あ
る
。
満
３
歳
か
ら
３
歳

半
頃
に
異
常
を
発
見
し
、
治

療
を
継
続
す
れ
ば
、
６
歳
ま

で
に
ほ
と
ん
ど
の
幼
児
が

０・
８
以
上
の
視
力
に
戻
り
、

学
校
生
活
で
支
障
な
い
状
態

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ

ま
り
、
３
歳
児
健
康
診
査
で

弱
視
を
発
見
し
、
早
く
治
療

を
開
始
し
な
い
と
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
に

な
る
。
こ
の
視
力
異
常
を
効

率
よ
く
、
見
落
と
し
が
な
い

よ
う
に
検
出
す
る
に
は
、
通

常
の
視
力
検
査
に
加
え
、「
屈

折
検
査
」
の
導
入
が
有
効
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
市
も
３
歳
児
健
診
の
視

覚
検
査
に
屈
折
検
査
を
導
入

し
て
は
。

答
現
状
に
お
け
る
視
覚

検
査
の
課
題
や
屈
折

検
査
の
必
要
性
に
つ
い
て
提

言
を
い
た
だ
い
た
が
、
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
い

て
も
早
急
に
屈
折
検
査
を
実

施
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

　

令
和
４
年
度
予
算
へ
の
屈

折
検
査
機
器「
ス
ポ
ッ
ト
ビ

ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
」導
入

に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
、

担
当
課
に
指
示
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

今
後
、
屈
折
検
査
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
る
３
歳
児
健

診
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
の
眼
の
異
常
の
早
期

発
見
が
可
能
と
な
り
、
視
力

の
健
全
な
発
育
に
取
り
組
む

所
存
で
あ
る
。

問
国
は
こ
れ
ま
で
８
年

以
上
の
間
、
無
料
接

種
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
き

た
女
性
に
対
し
、
無
料
接
種

の
再
チ
ャ
ン
ス（
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
）
を
与
え
る
救

済
措
置
が
予
防
接
種
・
ワ
ク

チ
ン
分
科
会
で
検
討
さ
れ
る

と
報
道
で
流
れ
た
。

　
昨
年
10
月
か
ら
本
年
９
月

ま
で
の
１
年
間
、
定
期
予
防

接
種
の
案
内
を
し
た
小
学
６

年
生
か
ら
高
校
１
年
生
の
女

子
の
う
ち
、
接
種
を
受
け
た

延
べ
人
数
は
。

　
　

　

昨
年
10
月
か
ら
本
年
９
月

末
ま
で
の
接
種
延
べ
人
数
は

１
３
５
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

接
種
勧
奨
が
中
止
さ
れ
て
以

降
、
例
年
数
人
程
度
の
接
種

者
数
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
大

幅
な
増
加
で
あ
り
、
改
め
て

接
種
勧
奨
の
重
要
性
を
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
対
象
年
齢
を
過
ぎ
た

女
性
に
対
し
て
、
無

料
接
種
の
再
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
る
救
済
措
置
に
つ
い
て
の

本
市
の
考
え
は
。

　　

国
か
ら
の
通
知
に
よ
る
と

積
極
的
な
勧
奨
の
差
控
え
に

よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
方

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
予

防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会

に
お
い
て
、
公
費
に
よ
る
接

種
機
会
の
提
供
等
に
向
け
て

の
議
論
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
今
後
国
の
方

針
が
決
定
さ
れ
次
第
、
速
や

か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
予

算
措
置
な
ど
適
切
な
準
備
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

門
田　
裕
一　
議
員

　		３歳児健診の視覚検査	

屈折検査の導入を！
（答弁）早急に屈折検査を実施したい

答
延
べ
人
数
は
１
３
５
人

で
あ
る
。

答
国
の
方
針
が
決
定
さ
れ
次

第
、
速
や
か
に
準
備
す
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
予
防
接
種

平成12年から15年度生まれのほ
とんどが接種しないまま定期接種
対象年齢を超えており、この世代
が接種機会を失ったままでは子
宮頸がんの罹患者は約１万7,000
人、死亡者は約4,000人増加する
可能性が示唆されています。

ま
だ
視
力
検
査
が
で
き
な
い
乳
幼
児

（
生
後
６
か
月
）の
検
査
を
瞬
時
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
機
器
で
あ
る
。
検
査
前

に
目
薬
を
さ
し
た
り
す
る
処
置
も
な

く
、
大
き
な
機
械
の
前
に
座
っ
て
レ
ン

ズ
を
の
ぞ
き
込
む
よ
う
な
こ
と
も
せ
ず

に
、
近
視
・
遠
視
・
乱
視
な
ど
の
屈
折

異
常
や
屈
折
の
左
右
差
、
瞳
孔
不
同
、

斜
視
な
ど
を
瞬
時
に
発
見
で
き
る
。
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問
拉
致
被
害
者
と
そ
の

家
族
が
高
齢
化
し
、

一
刻
の
猶
予
も
な
い
中
、
平

成
15
年
に「
大
政
由
美
さ
ん

連
絡
会
」を
立
ち
上
げ
、
拉
致

問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き

た
本
市
と
し
て
も
、
国
・
県

と
連
携
し
、
心
を
一
つ
に
し

て
、「
市
と
し
て
で
き
る
こ
と

は
何
で
も
や
る
」の
気
概
で
取

り
組
み
、「
今
」ま
さ
に
拉
致

問
題
を
と
も
に
動
か
し
て
ほ

し
い
。

　

啓
発
期
間
中
に
ま
ず
は
、

市
管
理
職
員
か
ら
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
バ
ッ
ジ（
※
）を
着
用
し
、

市
民
に
対
し
て
も
着
用
を
促

し
て
は
。

答
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
バ
ッ

ジ
の
着
用
は
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
で
醸
成
さ
れ
た

機
運
を
さ
ら
に
高
め
、
継
続

し
て
い
く
た
め
の
有
効
な
方

策
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る

た
め
、
市
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

や
部
課
長
会
で
の
紹
介
な
ど
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
、
着
用

に
向
け
推
進
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
な
お
、本
日（
本
会
議：

12
月
８
日
）も
啓
発
期
間
中
で

は
な
い
が
、
出
席
職
員
は
ブ

ル
ー
リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
を
着
用

し
て
い
る
。

　

啓
発
期
間
中
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
、
広
く
周
知
に
努
め
て

い
る
。

　

今
後
は
、
啓
発
期
間
中
以

外
に
も
継
続
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
世
論
の
高
ま
り
に
繋

げ
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も

拉
致
問
題
は
重
大
な
国
家
の

侵
略
で
あ
り
、
人
権
侵
害
で

あ
る
。
絶
対
に
許
さ
れ
ず
、

風
化
さ
せ
ず
に
伝
え
る
こ
と

が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

問
市
内
小
中
学
校
や
公

民
館
等
に
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
は
。
ま
た
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
数

と
来
年
度
の
取
り
組
み
は
。

　

市
内
小
中
学
校
、
公
民
館

等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
つ

い
て
は
、
既
に
、
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
に
併

せ
て
掲
示
依
頼
を
行
っ
て
い

る
。今
年
度
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
応
募
は
な
か
っ
た
が
、

来
年
度
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

各
中
学
校
へ
周
知
し
、
応
募

依
頼
を
す
る
。

　
問
本
市
の
財
政
は
、
人

件
費
や
扶
助
費
な
ど

の
義
務
的
経
費
の
割
合
が

年
々
増
加
し
、
硬
直
化
し
て

い
る
。こ
れ
ま
で
聖
域
で
あ
っ

た
義
務
的
経
費
を
抑
制
し
、

将
来
へ
の
投
資
的
経
費
の
増

額
が
必
要
で
は
。
直
近
３
年

間
の
人
件
費
の
推
移
と
市
単

独
の
社
会
保
障
関
係
事
業

数
、
今
後
の
抑
制
策
は
。

　

人
件
費
の
直
近
３
年
間
は

約
１
億
２
４
０
０
万
円
の
減

額
で
あ
る
。
社
会
保
障
関
係

事
業
は
３
年
間
で
１
事
業
減

ら
し
、
４
０
０
０
万
円
抑
制

し
た
。
義
務
的
経
費
の
削
減

は
、
本
市
が
目
指
す
３
万
人

が
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
基
本
と
な
る

社
会
保
障
施
策
に
大
き
く
影

響
が
あ
り
、
極
め
て
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
12
月
の
補
正
予
算
で

自
立
支
援
給
付
費
と

障
害
児
通
所
給
付
費
が
約

10
億
１
６
０
０
万
円
、
２
億

４
１
０
０
万
円
と
大
き
く
伸

び
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
と

給
付
の
効
果
は
。

　
増
加
理
由
は
、
利
用
者
の

増
加
と
報
酬
改
定
が
あ
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
効
果

と
し
て
は
、
地
域
移
行
や
社

会
参
加
に
繋
が
る
こ
と
、
地

域
社
会
へ
の
参
加
・
包
容
の

推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

答
既
に
啓
発
週
間
に
併
せ
て

掲
示
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。

答
義
務
的
経
費
削
減
は
極
め
て

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

答
利
用
者
増
と
報
酬
改
定
の
影

響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

森
川　
建
司　
議
員

拉致問題早期解決のために	

まず、ブルーリボンバッジ着用を！
（答弁）啓発期間中ではないが、すでに着用している

義
務
的
経
費
を
減
ら
し

投
資
的
経
費
の
増
額
を

（※）北朝鮮にいる拉致被害者と家族
を結ぶ「青い空」と日本と北朝鮮を隔
てる「日本海の青」をイメージしたバッ
ジ。被害者の生存と救出を信じる意思
表示として広く着用されている。
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問
道
路
反
射
鏡
本
体
の

寿
命
は
条
件
に
よ
る

が
、
お
お
よ
そ
30
年
と
言
わ

れ
て
い
る
。
言
う
に
及
ば
ず
、

事
故
を
防
ぐ
意
味
に
お
い
て

大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る

が
、
中
に
は
管
理
が
行
き
届

か
ず
、
鏡
自
体
が
汚
れ
、
さ

び
付
い
て
い
る
も
の
も
多
く

見
か
け
る
。

　
伊
予
交
通
安
全
協
会
各
支

部
の
通
年
事
業
と
し
て
、
道

路
反
射
鏡
の
設
置
、
補
修
の

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
実
的
に
公
に
設
置
さ
れ
た

も
の
以
外
、
全
て
把
握
す
る

の
は
困
難
で
あ
る
。
近
隣
自

治
体
の
よ
う
に
今
後
長
期
で

管
理
し
て
い
く
う
え
で
は
、

管
理
台
帳
の
作
成
が
急
務
と

考
え
る
。

　
設
置
に
関
す
る
こ
れ
ま
で

の
経
緯
と
委
託
す
る
手
段
も

含
め
、
早
期
に
管
理
台
帳
作

成
に
着
手
し
て
は
。

答
平
成
30
年
度
以
降
、

市
が
設
置
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
管
理
番

号
や
設
置
場
所
、
鏡
面
・
支

柱
の
規
格
、
設
置
年
月
日
等

を
記
載
し
た
管
理
台
帳
に
よ

り
、
適
切
な
管
理
に
努
め
て

い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
も
の

は
、
交
通
安
全
協
会
や
地
域

に
設
置
を
お
願
い
し
て
い
た

経
緯
も
あ
り
、
台
帳
を
作
成

で
き
て
い
な
い
。

　

今
後
、
全
て
の
道
路
反
射

鏡
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く

た
め
に
は
、
管
理
台
帳
の
作

成
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、

交
通
安
全
協
会
の
御
理
解
と

御
協
力
も
踏
ま
え
て
、
台
帳

の
作
成
に
努
め
た
い
。

問
本
市
の
こ
れ
ま
で
の

不
法
投
棄
の
対
策
と

し
て
、
監
視
カ
メ
ラ
や
看
板

等
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
お
り
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

実
際
に
調
査
す
る
と
、
中
に

は
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な

い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
監

視
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
法

投
棄
が
さ
れ
て
い
る
場
所
も

あ
り
、
今
後
そ
の
よ
う
な
点

も
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い

く
か
が
問
題
だ
と
考
え
る
。

　
不
法
投
棄
の
現
状
と
過
去

10
年
間
の
実
績
は
。

　

不
法
投
棄
の
現
状
は
、
こ

こ
数
年
は
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫

等
家
電
製
品
の
大
規
模
な
不

法
投
棄
は
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
山
間
部
や
空
き
地
、

道
路
沿
い
等
へ
生
活
系
家
庭

ご
み
が
大
量
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
実
例
が
多
く
発
生
し
て

い
る
。
ま
た
、
回
収
実
績
は

年
平
均
し
て
８
立
方
メ
ー
ト

ル
の
コ
ン
テ
ナ
５
箱
分
の
投

棄
物
を
回
収
し
て
い
る
。

問
今
後
、
不
法
投
棄
を

許
さ
な
い
対
策
と
し

て
、
全
市
民
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
に
な
る
と
考
え
る
が
、

本
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
考
え
か
。

　

不
法
投
棄
の
未
然
防
止
を

図
る
た
め
、
職
員
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
を
週
２
日
程
度
行

い
、
要
望
等
に
応
じ
て
不
法

投
棄
禁
止
看
板
の
配
付
、
設

置
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
全

域
の
不
法
投
棄
を
根
絶
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ご
指

摘
の
と
お
り
市
民
の
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
通
報

や
自
警
等
の
市
民
参
加
を
求

め
、
協
働
体
制
を
形
成
し
つ

つ
、
県
や
警
察
等
の
関
係
機

関
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
不

法
投
棄
の
防
止
対
策
や
被
害

に
あ
っ
た
と
き
の
対
処
方
法

の
研
修
会
を
設
け
る
等
、
よ

り
一
層
不
法
投
棄
防
止
の
推

進
に
努
め
た
い
。

答
年
平
均
８
立
方
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン

テ
ナ
５
箱
分
を
回
収
し
て
い
る
。

答
通
報
や
自
警
等
の
市
民
参
加
を

求
め
協
働
体
制
を
形
成
す
る
。

正
岡　
　
満　
議
員

道路反射鏡（カーブミラー）の管理

早期に管理台帳作成を！
（答弁）今後、台帳作成に努めたい

市内には早期に修繕が必要な道路
反射鏡が数多く残っている。

粗
大
ご
み
不
法
投
棄
の
対
処
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防災意識の高まりもあり、予想以
上の人数が参加していた中村地区

（８地区合同）自主防災訓練の様子
（令和３年11月23日開催）

消費期限の切れる備蓄食料を使
い温かい炊き出しなどを食べ、夜
に皆が集まることで、子どもたち
が楽しみながら訓練を定着させる
ことが大切です。楽しいイベント
に参加することが非常時に自分の
命を助けることになり、楽しかっ
た「思い出の道」が自分たちの「避
難の道」となることを大人になっ
ても覚えておくことで命を救う。
夜間避難訓練は大きなメリットに
なると思います。

問
本
市
は
、
相
対
的
に

み
る
と
災
害
の
少
な

い
ま
ち
で
あ
り
、
だ
か
ら
と

言
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
油
断
し

て
は
い
け
な
い
が
、
そ
れ
が

魅
力
の
一
つ
だ
と
思
う
。

　
今
回
の
提
案
は
至
極
明
快

で「
夜
間
に
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
昼
間
な
ら
さ
ら
に

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
」

　

災
害
が
夜
間
に
起
き
れ

ば
、
昼
間
よ
り
困
難
な
こ
と

が
増
え
る
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
る
。
県
内
の
各
自
治

体
も
そ
の
必
要
性
を
感
じ
な

が
ら
、
実
際
に
は
な
か
な
か

実
行
で
き
て
い
な
い
。

　
災
害
の
少
な
い
本
市
が
最

初
に
取
り
組
む
こ
と
に
大
き

な
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
た

め
、「
夜
間
避
難
訓
練
」を
一

度
実
施
し
て
み
て
は
。

答
こ
れ
ま
で
夜
間
の
防

災
訓
練
は
実
施
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
災
害
は

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

た
め
、
夜
間
に
お
け
る
被
災

を
想
定
し
た
避
難
行
動
や
救

助
活
動
な
ど
応
急
対
応
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
昼
間
で
は

気
づ
か
な
い
問
題
点
を
洗
い

出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
有
意

義
で
あ
る
。
ま
た
、
夜
間
に

実
施
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
参
加
で
き
て
い
な
い
住
民

の
参
加
機
会
が
増
え
る
こ
と

も
期
待
で
き
る
。
た
だ
、
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
暗
い
夜

道
を
歩
く
こ
と
に
伴
う
安
全

配
慮
な
ど
解
決
す
べ
き
問
題

も
出
て
く
る
か
と
想
像
さ
れ

る
が
、
市
や
自
主
防
災
会
に

よ
る
訓
練
で
の
導
入
を
研
究

し
た
い
。
今
後
も
皆
さ
ん
が

興
味
を
も
っ
て
参
加
で
き
る

訓
練
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る

所
存
で
あ
る
。

問
「
校
区
外
の
学
校
の
ほ

う
が
校
区
内
の
学
校

よ
り
も
距
離
が
近
い
」場
合
や

「
校
区
外
の
学
校
の
ほ
う
が
、

校
区
内
の
学
校
よ
り
も
安
全

に
通
学
で
き
る
」場
合
に
お
い

て
、進
学
す
る
学
校
の「
選
択
」

を
認
め
て
は
。

　
ま
た
、
国
の
通
達
で
認
め

ら
れ
て
い
る「
地
理
的
な
理

由
」だ
け
が
、
本
市
の
規
則
に

お
い
て
、
校
区
外
通
学
が
認

め
ら
れ
る
要
件
か
ら
外
れ
て

い
る
理
由
は
。

　

本
市
の
校
区
外
通
学
が
認

め
ら
れ
て
い
る
要
件
は
、
合

理
的
な
配
慮
の
範
囲
内
と
し

て
お
り
、
各
学
校
の
通
学
区

域
は
、
行
政
区
と
行
政
区
に

基
づ
く
生
活
基
盤
を
大
前
提

と
し
て
定
め
て
い
る
。
そ
こ

で
生
じ
る
居
住
地
と
学
校
と

の
距
離
の
差
に
つ
い
て
も
、

行
政
区
や
生
活
基
盤
の
優
先

を
原
則
と
す
る
こ
と
で
理
解

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

遠
距
離
の
場
合
の
利
便
の

確
保
も
、
バ
ス
通
学
や
運
賃

の
補
助
で
対
応
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
理
的
要
因
に
よ

る
不
都
合
は
解
消
で
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
回
の
要
望
を
取
り
入
れ

た
場
合
、
学
校
と
地
域
社
会

と
の
結
び
つ
き
の
弱
体
化
に

繋
が
り
、
小
規
模
校
の
学
校

存
続
の
危
機
な
ど
の
問
題
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ひ

い
て
は
学
校
の
序
列
化
、
学

校
間
の
格
差
の
発
生
な
ど
、

決
し
て
望
ま
し
い
状
況
に
は

な
ら
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
現
段
階
で
は
、
小
中
学

校
の
統
廃
合
も
視
野
に
入
れ
、

市
内
13
校
の
存
続
を
第
一
に

考
え
、
努
力
す
る
。

答
地
理
的
要
因
に
よ
る
不
都

合
は
解
消
で
き
て
い
る
。

田
中　
慎
之
介
議
員　

県内初の取り組みを！

「夜間避難訓練」を実施しては？
（答弁）防災会等による訓練での導入を研究する

通
学
区
域
制
度
の
弾
力
的

運
用

いよ議会だより　令和４年 冬号11



問
光
フ
ァ
イ
バ
整
備
の

質
問
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
何
回
も
行
っ
て
き

た
が
、
12
月
議
会
に
お
い
て
、

事
業
費
９・
８
億
円
が
計
上

さ
れ
た
こ
と
で
、
早
期
整
備

に
向
け
て
の
方
向
性
が
示
さ

れ
た
と
確
信
し
て
い
る
。

　
広
報
委
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
い
て
も
、
通
信
環
境
の
整

備
に
よ
り
、
地
域
医
療
・
過

疎
・
地
域
振
興
等
、
期
待
す

る
意
見
が
多
く
あ
る
。

　
今
後
に
お
け
る
整
備
方
法

や
完
成
予
定
の
見
通
し
は
。

答
整
備
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
民
間
事
業
者

が
実
施
主
体
と
な
っ
て
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網
の
整
備
を

行
い
、
こ
れ
に
対
す
る
費
用

を
市
が
支
援
す
る「
民
設
民
営

方
式
」で
の
整
備
を
予
定
し
て

い
る
。

　

今
回
、
全
て
の
未
整
備
エ

リ
ア
を
対
象
と
し
て
お
り
、

希
望
す
る
家
庭
に
専
用
線
を

引
き
込
む
こ
と
に
よ
り
高
速

通
信
が
利
用
で
き
る
環
境
と

な
る
。

　

完
成
予
定
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
令
和
４
年

度
か
ら
３
か
年
で
の
整
備
と

し
、
令
和
６
年
度
末
の
完
成

予
定
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
完
成
時
期
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
制
度
の
動

向
等
に
よ
り
変
動
の
可
能
性

が
あ
る
。最

近
、
イ
ノ
シ
シ
や

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃

情
報
が
多
く
、
中
で
も
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
。

　
本
市
の
鳥
獣
害
対
策
と
し

て
、
防
護
柵
設
置
補
助
・
新

た
な
狩
猟
者
の
確
保
・
免
許

取
得
経
費
支
援
・
有
害
鳥
獣

駆
除
補
助
金
な
ど
、
多
く
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
被
害
の
削
減
に
は
、
捕
獲

が
最
も
成
果
を
上
げ
る
と
思

わ
れ
、
捕
獲
期
間
の
延
長
も

必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の

被
害
軽
減
の
取
り
組
み
は
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

等
被
害
の
軽
減
策
に
つ
い
て

は
、
県
の
実
施
方
針
に
基
づ

き
、
市
の
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会
に
お
い
て
、「
攻
め
」

「
守
り
」「
地
域
体
制
づ
く
り
」

の
３
本
柱
に
よ
る
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

地
域
と
の
連
携
を
模
索
す
る

中
、
佐
礼
谷
地
区
の
協
力
を

得
て
、
イ
ノ
シ
シ
の
群
れ
を

お
び
き
寄
せ
、
群
れ
ご
と
一
網

打
尽
に
捕
獲
す
る
こ
と
が
で

き
る
リ
モ
ー
ト
式
箱
わ
な
に

よ
る
捕
獲
を
本
年
４
月
か
ら

３
か
月
間
運
用
す
る
な
ど
し

て
、
令
和
２
年
度
の
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
実
績
は
１
６
１
４

頭
、
前
年
の
約
１・
７
倍
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
事
業
の
効
果
と
し

て
、
過
去
５
年
間
を
通
し
て

み
る
と
被
害
額
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
今
後
も「
攻
め
」「
守

り
」「
地
域
体
制
づ
く
り
」の

３
つ
の
柱
か
ら
な
る
事
業
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
展
開
し
、
併

せ
て
地
域
の
自
発
的
な
取
り

組
み
を
ベ
ー
ス
と
し
た
住
民

参
加
に
よ
る
活
動
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
被
害
額
を
減
少

方
向
に
安
定
さ
せ
る
こ
と
へ
、

粘
り
強
く
取
り
組
む
考
え
で

あ
る
。

答
リ
モ
ー
ト
式
箱
わ
な
に
よ
る

捕
獲
を
試
験
運
用
し
た
。

田
中　
　
弘　
議
員

　　　光ファイバの整備計画	

今後の見通しは？
（答弁）令和６年度末の完成予定である

有
害
鳥
獣
捕
獲

箱わなで捕獲したイノシシ

整備に向けての小・中学
校の保護者に対するアン
ケートでは、接続済の世
帯を含め、７割以上の家
庭が接続するとの結果と
なっており、子どもの家
庭学習に支障があっては
ならないと思います。

有害鳥獣による農作物の被害面積（過去２年間）

令和２年度における
有害鳥獣の捕獲頭数

いよ議会だより　令和４年 冬号 12

問

年　度 被害面積 被害額
令和元年度 3460アール 1,616万8,000円
令和２年度 2987アール 1,627万6,000円

鳥　獣 捕獲頭数
イノシシ 355
タヌキ 48
ハクビシン 37
ニホンジカ 5
カラス 1



連載企画
最終回

市民の皆様に伊予市の
議員を少しでも身近に
感じていただくために
今期も全員の簡単な自
己紹介をします！

① 住まい
② 座右の銘
③ 伊予市のおすすめ
　 スポット
④ 市民のみなさまへ！

今
期
も
や
り
ま
す
！

議
員
の
よ
こ
が
お

①下吾川（新川）
②一人はみんなのために みんなは

一人のために（one for all, all for 
one）
③愛媛森林公園（四季折々の豊かな

自然が心ゆくまで楽しめます！）
④「チーム伊予市」として、市民の命

と健康を守ることに全力で取り組
み、関心や信頼を得られるよう開
かれた議会・市民参画を推進する
議会を目指します。

①大平
②誠実
③伊予灘サービスエリア（上り）
④議会で最年長となり、身の引き締

まる思いです。市民の皆様の意見
に対し、誠実に努めるとともに、
議会においてもスムーズな運営に
努めていきます。

①中山町中山
②一期一会
③黒岩山（標高699ｍで四季折々に

新緑、紅葉、冬には白い雪化粧す
る山です。この素晴らしい山で時
間を忘れ森林浴を楽しみリフレッ
シュしてはどうですか？）
④若者、高齢者、障がいのある人たちが安

心・安全で暮らせる地域づくり、皆様の
ご意見に耳を傾け、それを反映し、本市
を少しでも良くしたいと思っています。

①大平
②初心忘るべからず
③新田神社／平岡・赤海街道の桜並

木
④初心を忘れず、感謝の気持ちを

もって皆様の声を聞き、話し、考
え、「行動する 信頼される議員」
として、議会活動を進めてまいり
ます。

①中山町中山
②自分のことより相手のこと
③秦皇山／栗の里公園
　永木三島神社
④話し合いで地域活性化を目指しま

す。また、これからも地域の産業
を守るため邁進します。

日
ひ の
野　猛

たけ
仁
ひと
　議員

佐
さ
川
がわ
　秋
あき
夫
お
　議員

田
た
中
なか
　　弘

ひろむ
　議員

谷
たにもと
本　勝

かつとし
俊　議員

武
たけ
智
ち
　　実

みのる
　議員

かわぐち
議会改革特別委員会
副委員長

どの会場でも参加は自
由ですので、ご近所お
誘い合わせのうえ、お
気軽にお越しください。
議員一同お待ちしてお
ります！

議会報告会	を開催します！
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地区名 開催日 時　間 場　所
郡 中 地 区 ２月20日（日） 午前10時 市役所４階　大会議室
北 山 崎 地 区 ２月27日（日） 午前10時 中村地区公民館２階　大会議室
南 伊 予 地 区 ２月27日（日） 午前10時 上野地区公民館３階　大会議室
中 山 地 区 ２月22日（火） 午後７時 中山地域事務所２階　大ホール
双海
地区

上灘 ２月13日（日） 未　定 未　定
下灘 ２月18日（金） 未　定 未　定

お気軽に
いつでも
どうぞ！

よしひさ委員長

ご意見お待ちしています!
　『議会だより』に関するご意見や
ご要望などがありましたら、今後
の参考とさせていただきますの
で、いつでもご連絡ください！

【連絡先】
〒799-3193　
伊予市米湊820番地
伊予市議会事務局内
広報調査特別委員会

（TEL）982-6551
（FAX）982-1205

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、中止する場合もあります。



今回から新連載企画を始
めました！これから市内中
学校の部活動を取材させ
ていただきます！皆さん
待っていてくださいね！

●
部
活
の
目
標
は
？

　

人
を
感
動
さ
せ
る
よ
う
な

音
楽
づ
く
り
と
お
互
い
に
成

長
し
合
え
る
活
動
を
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
学
年

を
問
わ
ず
仲
が
良
く
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
自

慢
で
す
！

●
演
奏
を
す
る
う
え
で
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
自
分
の
音
色
に
耳
を
傾
け
、

し
っ
か
り
ピ
ッ
チ
を
合
わ
せ

て
表
現
す
る
こ
と
で
す
。

★
部
長
・
岡
本
さ
ん
、
副
部

長
・
都
田
さ
ん
、
フ
ル
ー
ト

パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
・
中
村
さ

ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

●
な
ぜ
吹
奏
楽
部
を
選
ん
だ

の
？

（
岡
）音
楽
が
好
き
だ
か
ら
。

（
都
）音
楽
が
好
き
だ
か
ら
。

（
中
）
小
学
校
の
時
に
も
楽
器

を
吹
い
て
い
た
の
で
。

●
各
自
の
目
標
は
？

（
岡
）
美
し
い
響
き
の
音
色
に

す
る
。

（
都
）
い
い
音
で
演
奏
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

（
中
）
お
手
本
に
な
れ
る
よ
う

な
人
に
な
る
。

●
高
校
で
は
何
部
に
入
る
？

（
３
人
）吹
奏
楽
部
！

●
議
会
や
議
員
っ
て
知
っ
て

る
？

（
３
人
）
知
っ
て
い
ま
す
！
詳

し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
け

ど
…（
笑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
唯
一
の
男
子
部
員
・
金か

な

田だ

直な
お

人と

君
に
も
聞
い
て
み
ま

し
た
！

●
な
ぜ
吹
奏
楽
部
を
選
ん
だ

の
？ 

男
子
一
人
で
さ
み
し
く

な
い
？

（
金
）
何
と
な
く
面
白
そ
う
だ

な
と
思
い
入
り
ま
し
た
。
男

子
一
人
で
す
が
、
楽
し
ん
で

い
ま
す
！

●
楽
譜
は
読
め
ま
す
か
？

（
金
）
少
し
ず
つ
読
め
る
よ
う

に
な
り
楽
し
い
で
す
！

★
顧
問
の
本
馬
先
生
か
ら
一
言
！

　

５
年
前
に
全
国
大
会
に
出

場
し
た
時
は
、
約
65
人
の
部

員
が
い
て
長
時
間
の
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
部
活

動
の
時
間
が
短
く
、
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
パ
ー
ト
練
習

の
時
間
も
十
分
に
取
れ
ず
、

合
奏
練
習
も
で
き
な
い
状
態

で
す
。
練
習
時
間
と
成
績
は

比
例
し
ま
す
。
短
い
時
間
の

中
で
効
果
的
に
練
習
を
し
、

生
徒
と
共
に
感
動
し
て
も
ら

え
る
音
楽
を
つ
く
り
あ
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

部員数：23人（男子１人・女子22人）
活動日：平日は４日、土・日いずれかの半日
※取材日は３人欠席しております。

　新年明けましておめでとうございます。
　今年は寅年ですが、その中でも５種類あると伝えられている壬寅（みずのえとら）と呼ばれる「優しい寅」の
年だそうです。ご興味のある方はぜひ調べてみてください！
　今号から新しい連載企画「きらきら・部活い～よ」が始まりました。これからも市民の皆様
に親しみやすく分かりやすい議会だよりを目指して頑張ります。

議会広報調査特別委員会　〔委員長〕吉久俊介　〔副委員長〕森川建司
　　　　　　　　　　　　〔委　員〕川口和代　向井哲哉　平岡清樹　大野鎮司

港南中学校	吹奏楽部

クラリネット
担当です！

「心響音」と書かれたお揃いのウインドブ
レーカーを着て、一人ひとりがいい音を
つくり出そうと毎日努力しています！
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きら
きら・部活

い～よい～よい～よ
第１回

編集後記

かわぐち委員

おおの委員


